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鋳鉄に対する従来の典型的な防錆処理法には、いわゆる「釜焼

き」と呼ばれ、鋳鉄製品の回りに木炭を配置し、これを約 800～
1000℃に加熱して表面に酸化皮膜を形成させる方法があった。し
かし、温度や雰囲気の制御が容易ではなく、均一な皮膜を得るこ
とが難しかった。これを電気炉中で行う方法もあるが、大気中で
は皮膜が成長しすぎて剥離するなどの問題があった。本技術はこ
れらの問題を解決するため、窒素ガス置換により酸素分圧を制御
できる電気炉中で鋳鉄製品を熱処理することで、緻密で均一な酸
化皮膜を与えるものである。 

塗装を必要としないことから塗装成分の溶出が全く無く、南部
鉄器素地の風合いも失われず、かつ高耐食性の表面を得ることが
できた。 

表面微細孔が調理における油溜まりとして作用するうえ、熱伝
導に優れるなど、調理における優位性も明らかになっている。 

本技術を応用した鍋は、「上等鍋」として商品化され、好評を博
している。 
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